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プレスリリース

海洋アセノスフェアの「柔らかさ」のその場観測に成功
〜アセノスフェアを観測する新たな⼿段〜

地球の海の下にはリソスフェアと呼ばれる硬い岩盤があり、柔らかいアセノスフェアの上で運
動していると考えられている。しかしなぜアセノスフェアがリソスフェアよりも柔らかいのかは
わかっていないうえ、計測の困難さから、アセノスフェアの柔らかさを直接観測する⼿段もほと
んどなかった。

東京⼤学地震研究所の⽵内准教授らのグループは、「ふつうの海洋マントルプロジェクト（通
称）」を推進し、⻑期海底地震観測技術を開発し、アセノスフェアの物性をその場観測した。地
震波減衰特性という岩⽯の柔らかさの指標に着⽬し、独⾃の地震波伝播シミュレーション⼿法を
駆使して、海洋リソスフェア・アセノスフェアの柔らかさの精密⽐較に初めて成功した。この計
測技術を通じ、室内岩⽯実験データと地球観測データを直接⽐較できるようになったため、アセ
ノスフェアを観測する新たな⼿段を獲得したと⾔える。今後、岩⽯が柔らかくなる原因や条件の
詳細が室内実験から解明され、アセノスフェアの柔らかさの原因特定につながることが期待され
る。

詳細は東京⼤学のサイトをご覧下さい。

国⽴研究開発法⼈海洋研究開発機構
広報部 報道課⻑ 野⼝ 剛

http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/2017/12/22/%e6%b5%b7%e6%b4%8b%e3%82%a2%e3%82%bb%e3%83%8e%e3%82%b9%e3%83%95%e3%82%a7%e3%82%a2%e3%81%ae%e3%80%8c%e6%9f%94%e3%82%89%e3%81%8b%e3%81%95%e3%80%8d%e3%81%ae%e3%81%9d%e3%81%ae%e5%a0%b4%e8%a6%b3%e6%b8%ac/

